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(1) アルミニウム合金の交流および直流パルスミグ溶接では、短絡解除直後および EN 極性へ切り換えた直後に、
陰極点が酸化物の少ない溶融池表面中央部あるいはワイヤ先端の残留溶融金属表面に形成されれば、陰極降下





































スを提案し、板厚1.2mm と1.5m のアルミニウム合金重ね隅肉継手において lmm のギャップ幅が存在して
も 4 m/min の高速で溶接できることを示している。
以上のように、本論文は、交流ノミルスミグ溶接のアーク現象の観察、溶滴および母材への入熱測定、溶接ヒューム
微粒子の観察と成分同定、ビード形成現象の解析、溶接熱源の複合などを行うことにより、アークの安定化制御方法、
微小スバッタや溶接ヒュームの抑制機構、継手への熱輸送および溶融金属輸送制御機構、ピード形成現象や溶接条件
設定の指針、ギャップ裕度や狙いずれ裕度の拡大、溶接品質と生産性の向上などに関していくつかの新しい知見を得
ている。本研究で得られた成果は、高信頼性で高効率・高能率なアーク溶接プロセスの確立のための指針を与え、そ
のプロセスを基盤技術とした生産科学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
